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公共交通機関などでは、身体の不自由な方・高齢者・妊婦など、席を必要としている方に座席を譲るよう心がけましょう。

(本人等所得−所得控除≦所得制限基準額)

5,124,000円4人

5,504,000円5人

3,984,000円1人

4,364,000円2人

4,744,000円3人

平成24年中所得対象所得
扶養親族が5人を超えるときは、
1人につき38万円を加算します。
扶養親族の中に、老人控除対象
配偶者、老人扶養親族、特定扶
養親族又は控除対象扶養親族
(19歳未満の者に限る)がいると
きは、左記基準額に一定額を加
算します。医療費・社会保険料
(本人のみ)・配偶者特別控除等
については、総所得より相当額
を控除します。

基準額扶養親族の数

3,604,000円0人

4月1日(火)〜8月31日(日)適用期間

区
は
今
年
度
か
ら
︑
区
内
の
老
朽

建
築
物
の
除
却
に
対
し
て
︑
除
却
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
新
制
度
を
設

け
ま
し
た
︒
そ
し
て
多
く
の
老
朽
建

築
物
所
有
者
か
ら
申
請
を
受
付
け
︑

助
成
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒
平
成

年
度
か
ら
は
︑
よ
り
老
朽
度
が
高

26く
︑
震
災
発
生
時
に
倒
壊
や
火
災
の

危
険
性
の
あ
る
建
築
物
を
助
成
対
象

と
す
る
見
直
し
を
行
い
ま
す
︒
見
直

し
後
の
内
容
は
︑
次
の
と
お
り
で
す
︒

﹇
対
象
建
築
物
﹈昭
和

年
以
前
に
建

45

築
さ
れ
た
建
築
物
で
建
築
物
の
構
造

が
木
造
ま
た
は
木
造
と
鉄
骨
造
に
よ

る
混
構
造
︒
建
物
の
用
途
が
専
用
住

宅
︑
併
用
住
宅
︑
共
同
住
宅
ま
た
は

長
屋
で
住
宅
系
の
用
途
に
限
り
ま
す
︒

﹇
申
請
対
象
者
﹈対
象
建
築
物
の
所
有

者
で
個
人
の
方
に
限
り
ま
す
︒

﹇
助
成
額
﹈除
却
工
事
費
用
の
�
分
の

�
︵

万
円
が
上
限
︶

50
▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ま
た
︑
ご
近
所
で
お
困
り
の
老
朽

建
築
物
の
維
持
管
理
や
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
に
つ
い
て
は
︑
次
の
窓
口
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
建
築
課
監
察
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

危
機
管
理
課
生
活
安
全
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

す
︒
ご
理
解
の
ほ
ど
︑
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
︒

﹇
放
送
時
刻
﹈
�
月
�
日
︵
火
︶
～
�

月

日
︵
火
︶
は
午
後
�
時
︑

月

30

10

�
日
︵
水
︶
～
平
成

年
�
月

日

27

31

︵
火
︶
は
午
後
�
時

分
30

▢問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
し
︑
江
東

区
子
ど
も
医
療
受
給
者
証
の
受
給
が

終
了
︵

歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

15

初
の
�
月

日
ま
で
︶
す
る
方
の
う

31

ち
︑
次
に
該
当
す
る
方
は
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
︵
⃝障
︶
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
︑
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈

次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
で
︑

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

〇
身
体
障
害
者
手
帳
�
級
・
�
級

︵
心
臓
・
腎
臓
等
内
部
障
害
に
つ

い
て
は
�
級
ま
で
︶

〇
愛
の
手
帳
�
度
・
�
度

﹇
対
象
と
な
ら
な
い
方
﹈

〇
保
護
者
の
収
入
が
限
度
額
を
超
え

て
い
る
方
︵
下
表
の
と
お
り
︶

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

〇
健
康
保
険
の
自
己
負
担
の
な
い
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈

〇
お
子
さ
ん
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
愛
の
手
帳

〇
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

〇
印
鑑

〇
平
成

年
�
月
�
日
時
点
で
江
東

25

区
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ
た
方
は

保
護
者
の
平
成

年
度
課
税
︵
非

25

課
税
︶
証
明
書

▢問
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
に
は
︑
横
十
間
川
︑
大
横
川
︑

小
名
木
川
な
ど
の
河
川
や
砂
町
運
河
︑

東
雲
運
河
な
ど
の
海
域
が
あ
り
ま
す
︒

区
で
は
︑
河
川

地
点
と
海
域
�
地

12

点
の
計

地
点
で
︑
年
�
回
︵
�
月
︑

15

�
月
︑

月
︑
�
月
︶
水
質
調
査
を

10

実
施
し
て
い
ま
す﹇
河
川
﹈河
川
に
お

け
る
水
質
の
汚
れ
を
示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ

︵
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
︶
は
�

・
�
～
�
・
�
㎎
／
ℓ
で
︑
年
度
平

均
値
は
�
・
�
㎎
／
ℓ
︵
環
境
基
準

�
㎎
／
ℓ
以
下
︶
で
し
た
︒
ま
た
︑

水
に
溶
け
て
い
る
酸
素
量
を
示
す
Ｄ

Ｏ
︵
溶
存
酸
素
量
︶
は
�
・
�
～
�

・
�
㎎
／
ℓ
で
し
た
︒
年
度
平
均
値

は
�
・
�
㎎
／
ℓ
で
あ
り
︑
環
境
基

準
�
㎎
／
ℓ
以
上
は
満
た
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
︑
経
年
変
化
は
長
期
的
に

は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

﹇
海
域
﹈海
域
に
お
け
る
水
質
の
汚
れ

を
示
す
Ｃ
Ｏ
Ｄ
︵
化
学
的
酸
素
要
求

量
︶
は
�
・
�
～

・
�
㎎
／
ℓ
で
︑

11

年
度
平
均
値
は
�
・
�
㎎
／
ℓ
︵
環

境
基
準
�
㎎
／
ℓ
以
下
︶
で
し
た
︒

ま
た
︑
Ｄ
Ｏ
は
�
・
�
～
�
・
�
㎎

／
ℓ
で
︑
年
度
平
均
値
は
�
・
�
㎎

／
ℓ
︵
環
境
基
準
�
㎎
／
ℓ
以
上
︶

で
し
た
︒

水
が
き
れ
い
な
川
を
め
ざ
し
て

河
川
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

年
ほ
ど
前
は
�

20

㎎
／
ℓ
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
︑
近
年
は
�
㎎
／
ℓ
に
達
し
つ
つ

あ
り
︑
河
川
の
汚
れ
は
大
幅
に
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
︒
今
後
も
水
が

き
れ
い
な
川
を
め
ざ
し
て
︑
河
川
に

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
︵
こ
ど
も
用
品
︶
出
店
者
募
集

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時

18

10

30

分
～
午
後
�
時

分
30

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
入
口
前
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
︵
住
吉
�
︱

︱
28

︶
等
︵
小
雨
決
行
︶﹇
出
店
資
格
﹈

36区
内
在
住
の

歳
以
上
の
方
︵
親
子

18

の
参
加
歓
迎
︶︑
午
前

時
集
合
～

10

午
後
�
時

分
ま
で
出
店
可
能
な
方
︑

30

店
舗
︵
抽
選
︶︑
業
者
の
申
込
は
無

20効﹇
区
画
﹈
�
ス
ペ
ー
ス
約
�
坪
※
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

▢費
�
店
舗
�
�
�
円

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶
消
印
有
効

▢申
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
出
店
品
目
︵
こ

ど
も
対
象
の
品
物
の
み
︒
た
だ
し
動

植
物
・
食
品
・
危
険
物
等
は
除
く
︒

売
値
は
�
�
�
円
を
上
限
と
す
る
︶

を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
放
課

135

8383

後
支
援
課
内
﹁
江
東
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
担
当
﹂
へ

▢問
環
境
整
備
推
進
委
員
会
︵
老

沼
︶

☎
・
℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

小
学
生
テ
ニ
ス
教
室
参
加
募
集

▢時
�
月

日
︵
日
︶
①
午
前

時

18

10

分
～
②
午
後
�
時

分
～
︵
各
回

30

30

�
時
間
︶

▢場
都
立
猿
江
恩
賜
公
園
テ
ニ
ス
場

︵
毛
利
�
︱

︱

�
︶

13

▢人
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

午
前
・
午
後
各

人
︵
抽
選
︶

50

▢費
無
料

▢内
江
東
区
テ
ニ
ス
連
盟
が
指
導
す

る
教
室
で
す
︒
経
験
の
有
無
等
に
よ

り
ク
ラ
ス
編
成
し
︑
初
心
者
に
は
や

わ
ら
か
め
の
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
︒

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
︒︵
天
候
に
よ
り
一
部

変
更
す
る
場
合
あ
り
︶

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶
消
印
有
効

▢申
往
復
は
が
き
︵
�
人
�
枚
・
�

コ
ー
ス
の
み
︶
に
希
望
コ
ー
ス
︵
①

午
前

②
午
後

③
ど
ち
ら
で
も
︶

と
参
加
者
名
︵
ふ
り
が
な
)・
性
別
・

学
年
︵
�
月
時
点
で
の
)・
住
所
・
電

話
番
号
・
経
験
の
有
無
︵
有
の
場
合

は
年
数
)・
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
記

入
し
︑
〒

︱

区
役
所
放
課
後
支

135

8383

援
課
内
﹁
江
東
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
﹂
へ

▢問
放
課
後
支
援
課
育
成
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
暴

力
だ
け
が
Ｄ
Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

ひ
ど
い
言
葉
で
の
の
し
ら
れ
る
︑
長

期
間
無
視
す
る
な
ど
の
行
為
も
Ｄ
Ｖ

で
す
︒
精
神
的
Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
な
傷

が
残
ら
な
い
た
め
病
院
や
警
察
で
も

気
づ
か
れ
に
く
く
︑
ま
た
加
害
者
や

被
害
者
本
人
も
そ
れ
が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
身
近
な
問
題
と

し
て
精
神
的
Ｄ
Ｖ
︵
夫
婦
・
恋
人
間

の
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︶
に
つ
い

て
理
解
し
︑
ど
う
向
き
合
え
ば
良
い

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

20

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ

22

ィ
江
東
内
︶
▢人
女
性

人
︵
申
込

30

順
︶
▢費
無
料

▢師
西
山
さ
つ
き

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代

表
︶
▢保
幼
児
︵
�
歳
�
か
月
～
就

学
前
︶

人
程
度
︵
無
料
︒
申
込
時

10

要
予
約
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
男
女
共

25

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
︑
洗
剤
を
使
い
過

ぎ
な
い
︑
食
事
を
残
さ
な
い
な
ど
︑

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
防
災
行
政
無
線
の
機
能

点
検
を
目
的
と
し
て
︑
毎
日
夕
方
に

チ
ャ
イ
ム
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
の

鐘
﹂
に
よ
る
放
送
は
︑
外
で
遊
ぶ
こ

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
︑
帰
宅
を
促
す

合
図
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
︒

�
月
か
ら
�
月
ま
で
の
期
間
は
︑

放
送
時
刻
を
午
後
�
時
に
変
更
し
ま


